TOWARD THE CITY DEVELOPMENT FOR
HARMONIOUS COEXISTENCE OF HUMANS AND PETS
- ROLE OF GOVERNMENT -

KOBE CITY PUBLIC HEALTH AND WELFARE BUREAU
DIRECTOR, KOUICHI MORIKAWA



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私の方からは、「人とペットが共生するまちづくり」を目指す行政の立場から、まずはじめに神戸市におけるペット行政の現状を紹介させていただき、これを踏まえて、本日のメインテーマである「高齢化社会とペット」について考えてみたいと思います。


LAWS ASSOCIATED WITH PETS

@ RABIES PREVENTION ACT

PURPOSE: PREVENTING THE OCCURRENCE AND EPIDEMIC OF RABIES-
ERADICATION OF DISEASE

Dog owners have to register the dogs.
Dog owners have to give dogs an injection for rabies once a year.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私どもが所管するペット関係の法律として、まず「狂犬病予防法」があります。犬の飼い主には「登録」と「予防注射を受けさせること」が義務付けられています。
ここ10年間で、神戸市内の犬の登録数は７万～９万件（８万件前後）で推移しています。
一方、注射済数は５万～６万件（５万５千件前後）と登録数の
67％程度となっており、全国平均の73％を下回っています。





LAWS ASSOCIATED WITH PETS
@ RABIES PREVENTION ACT
PURPOSE: PREVENTING THE OCCURRENCE AND EPIDEMIC OF RABIES-
ERADICATION OF DISEASE

Dog owners have to register the dogs.

Dog owners have to give dogs an injection for rabies once a year.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
25年度からは鑑札と注射済み票を公募により、このような神戸らしいデザインに一新し、改めて登録と予防接種について市民に呼びかけているところです。


LAWS ASSOCIATED WITH PETS
@ RABIES PREVENTION ACT
PURPOSE: PREVENTING THE OCCURRENCE AND EPIDEMIC OF RABIES-
ERADICATION OF DISEASE

The city has to detain u.nregistered dogs, dogs without a
license tag, and unvaccinated dogs.

The city mayor has to build a facility to keep detained dogs.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
狂犬病予防法では、いわゆる野犬や放浪犬等の「抑留」が行政に義務づけられており、鵯台にある「神戸市動物管理センター」において抑留犬を保護・収容しています。
このような抑留犬の数は年々減少してきており、最近では年間100頭を下回っています。


　　　　　　　　　　　　　　　　※野犬収容のみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（負傷、引取りを含まない）




LAWS ASSOCIATED WITH PETS

@ ACT ON WELFARE AND MANAGEMENT OF ANIMALS

PURPOSE: AIM FOR THE REALIZATION OF THE SOCIETY FOR HARMONIOUS
COEXISTENCE OF HUMANS AND ANIMALS

Nuisance EZE/OBILCE=FNEIL/NINSL 2 ZINET PO AV S
prevention K50Vl aiEvA YA AR

ENMIOFTEE(L. HREMINCDEREIRABET
SR B IE(CEIE S B ECBEHRITNITBSE,

T S1YIOFRBE (L. SXEDIHHIZDICEEHEL T

breeding  BENRAM:GE LR aNESE IaAGYNAY S
EYRZEFI R EZEEY 245
2NV p gl VAV A AN



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もう一つの法律が「動物の愛護及び管理に関する法律」です。この法律では、飼い主に対して、迷惑防止、終生飼養、繁殖制限のほか、（次スライドへ）


LAWS ASSOCIATED WITH PETS

@ ACT ON WELFARE AND MANAGEMENT OF ANIMALS
PURPOSE: AIM FOR THE REALIZATION OF THE SOCIETY FOR HARMONIOUS
COEXISTENCE OF HUMANS AND ANIMALS
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
所有者の明示などの努力義務を課しています。



THERE ARE PEOPLE DISLIKE OF PETS
COMPLAINS AGAINST PETS IN KOBE CITY
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にペットに関する苦情や通報・相談の現状について、お話させていただきます。
市民の皆さんのなかにはペット好きの方がたくさんおられる一方で、苦情等を申し出られる方もたくさんおられます。
苦情等の件数は減少傾向にはありますが、それでも、犬では1,000件前後の苦情等が寄せられています。その多くは飼い主の飼育マナーに起因するもので、「咬傷事故」も年に５０件弱報告されています。


THERE ARE PEOPLE DISLIKE OF PETS
COMPLAINS AGAINST PETS IN KOBE CITY
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
猫についても、減少傾向ですが、飼育マナーや捨て猫（主に生まれたての子猫）に関するものが多数を占めています。


REDUCE COMPLAINTS ABOUT PETS
EFFORTS OF KOBE CITY

Appeals to pet owners
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「人とペットとが共生する社会」を目指すうえでは、このような苦情を減少させていくことも非常に重要ですので、私ども行政としましては、色々な種類の啓発看板を用意して、困っている市民の方に配布するとともに、（次スライド）
 



REDUCE COMPLAINTS ABOUT PETS
EFFORTS OF KOBE CITY

BKBHTYT =7y |

SIS

~JCHEBAND BONY

Jhes - M R 3 TIH

IO AH RS AL DN T —EFEFESE



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
賛同を得られる地域では、このように市民の皆さんと協働で「街ぐるみでのマナーアップキャンペーン」を実施しています。



REDUCE COMPLAINTS ABOUT PETS
EFFORTS OF KOBE CITY
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一方、動物管理センターでは、飼い主の方からの相談にも応じており、「しつけ方教室」や「電話相談」を、民間のインストラクター等の方の協力を得ながら実施しています。



TO PROMOTE ANIMAL WELL-BEING
EFFORTS OF KOBE CITY
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、動物管理センターでは、民間団体や獣医師会の協力を得て、負傷した犬猫の保護や応急治療も実施しているところです。


TO PROMOTE ANIMAL WELL-BEING
EFFORTS OF KOBE CITY
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、小学校に出向いたり、「動物愛護スクール」を夏休みに動物管理センターで開催したりと、子どもを中心に動物愛護の心を育んでいます。ここでも、民間団体や獣医師会の協力を得ているところです。



REDUCING EUTHANASIA

NATIONAL GOAL
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国においては、やむを得ず殺処分される犬猫を減らしていくために、動物愛護管理法に基づく「基本指針」を平成25年に改正し、
　
　①平成35年度の犬猫の引取り数を、
　　平成16年度比75％減となる10万頭を目指す。

　②また、元の所有者への返還や希望者への譲渡等について、
　　インターネット等を活用しながら進め、
　　殺処分率の更なる減少を図る。

ことを新たな目標として掲げました。

　①全国引取り数
　　平成16年度42万頭　→　平成25年度17万6千頭

　②全国殺処分率
　　平成16年度94％（40万頭）→平成25年度73％（13万頭）



REDUCING EUTHANASIA
NATIONAL GOAL
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、25年の法改正により、地方自治体は、飼い主からの引き取りを、その理由によっては拒否できるという規定が導入されたところです。



REDUCING EUTHANASIA

CURRENT STATE OF KOBE CITY
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
神戸市における犬猫の引取り数と殺処分数の推移のグラフです。
引取り数は年々減少しています。
・犬：17年度  817頭　→　26年度112頭（16年度の17％）
・猫：17年度3,147頭　→　26年度668頭（16年度の21％）
また、殺処分数も年々減少しています。
・犬：17年度  675頭（83％）　→　26年度　4頭（4％） はじめて1桁に
・猫：17年度3,147頭（100％）　→　26年度615頭（92％）

※引取りは負傷収容分を含まない　　※処分は負傷収容分を含まない


REDUCING EUTHANASIA
EFFORTS OF KOBE CITY
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
殺処分数を減らすためには、インプット＝引取り数を減らすことと、アウトプット＝返還・譲渡数を増やすことをあわせて進めることが大切です。
神戸市の場合、犬ではようやくインとアウトのバランスがとれるようになってきましたが、猫では所有者不明のもの（ほとんどが生まれたての子猫）が多く、バランスが取れるようになるまでは、もう少し時間がかかると思います。

※引取り数は負傷収容を含まない



REDUCING EUTHANASIA
EFFORTS OF KOBE CITY 1

REDUCE INPUT

@ reduce the number of pet acceptance from OwWhers
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的には、まず飼い主からの安易な理由での引取りを減らすために、ここに書いているような、飼い猫の不妊手術の推進、引取りの有料化、市のホームページを活用した里親探し、その他さまざまな啓発・相談等を行っています。
 



REDUCING EUTHANASIA
EFFORTS OF KOBE CITY 1. REDUCE INPUT

@ reduce the number of pet acceptance from owners
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどの法改正もあり、飼い主からの引取り数はここ数年で大幅に減少してきました。


REDUCING EUTHANASIA
EFFORTS OF KOBE CITY 1. REDUCE INPUT

@ reduce the number of pet acceptance from owners

w major reasons of dog acceptance
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
飼い主からの引取り相談の理由を書き出しました。
本日のテーマとの関わりで見ますと、やはり「飼い主の病気や死亡」あるいは「施設への入所」で飼えなくなったという理由が、犬猫とも多くなっています。

※H25,26の引取りに至った事例より集計


REDUCING EUTHANASIA
EFFORTS OF KOBE CITY 1. REDUCE INPUT

@ reduce the number of pet acceptance
from unknown owners
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さきほど、猫では所有者不明のものの引取りが圧倒的に多いと申しましたが、「野良猫が生んだ子猫」が大部分を占めています。
単に野良猫に餌をやり続けると、このような不幸な子猫が増えるだけでなく、糞尿や食べ残しの餌が不衛生になって周りの方が迷惑するなどの事態が生じてしまいます。
「地域猫活動」は、地域住民の合意のもとで、野良猫に不妊手術を施し、元の場所で餌やりや糞尿の適切な管理をしてもらいながら、人と猫が共生するまちづくりを目指す手法で、神戸市では現在、民間団体や獣医師会の協力も得て、この「地域猫活動」に力を入れています。


REDUCING EUTHANASIA
EFFORTS OF KOBE CITY 1. REDUCE INPUT

@ reduce the number of pet acceptance
from unknown owners
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（TNRも含め）民間レベルでの不妊手術の普及の成果もあって（か）、所有者不明の猫の引取り数も減少傾向となっています。

※負傷収容数を【含む】



REDUCING EUTHANASIA
EFFORTS OF KOBE CITY 1.

INCREASE OUTPUT

@ increase the return rate to owhners
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アウトプットを増やすために、まず、冒頭で紹介した鑑札等のリニューアルなどにより、飼い主への返還率の向上を図っています。
 



REDUCING EUTHANASIA
EFFORTS OF KOBE CITY 1. INCREASE OUTPUT
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
引き取った犬猫については、一般の方へ譲渡を行っていますが、「適切な飼い主」になっていただくために、講習会を受講していただくなどの一定の基準を設けています。
また、本日のテーマとの関連では、高齢者の方への譲渡にあたっては、万一の場合に代わりに管理をしていただける方を、あらかじめ確保してもらうことをお願いしています（同居者もしくは近隣に在住の親族等が、申請者が動物を飼えなくなった場合に代わって当該動物の管理を行う旨の誓約書を提出）。

※個人での譲り受け申請における高齢者（65歳以上）の割合
H26　犬　87人中　15人　（17％）　うち成立　２頭
　　　　猫　30人中　　3人　（10％）　うち成立　１頭


REDUCING EUTHANASIA
EFFORTS OF KOBE CITY 1. INCREASE OUTPUT

@ adoption to new owners
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このほか、さらに譲渡数を増やしていくために、様々な取り組みをしています。
今年は、譲渡に協力いただいている民間団体の情報ネットワークを活用して、神戸市外も含めて譲渡希望者を募るとともに、譲渡に至るまでの犬猫を飼養するキャパの増大や、その間の獣医療の充実のための動物管理センターの改修工事を実施することとしています。



AGING SOCIETY AND PET
CURRENT STATE OF KOBE CITY
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「高齢化社会とペット」という、本日のテーマとの関連ですが、先ほども申しましたように、高齢者の方や見守りの方から動物管理センターに、このような相談があります。



AGING SOCIETY AND PET
CURRENT STATE OF KOBE CITY
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現状では、できるだけ家族や知り合いの方などに譲渡してもらったり、神戸市のホームページを活用した里親探しなど、個人的に努力をしてもらい、それでもやむを得ない場合に限り、動物管理センターに引き取るということになります。
引き取ったペットは、先ほど説明した通り、直接あるいは民間団体を通じて譲渡されますが、施設のキャパの問題もあり、やむを得ず殺処分される場合もあります。
 



AGING SOCIETY AND PET
IF SUPPORT SYSTEM IS IMPROVED:--
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「今回提案されているサポート体制」が充実されればということで、考えてみたのがこのスライドです。
現在、譲渡に協力いただいている民間団体は多数ありますが、そのほとんどは譲渡までの飼養施設がありませんので、一時預かりも含めて、飼養施設をお持ちの民間団体が増えてくれば、入院や入所後に引き続いてこれまで一緒に暮らしていたペットを飼いたいというニーズに応えることができます。
また、やむを得ず手放さざるを得なくなったような場合でも、既存の譲渡推進団体の情報ネットワークを活用して、早めに新しい飼い主を見つけることも容易になると考えられ、多少は安心感が得られるのではないかと思います。
さらに高齢者の施設等でも犬猫を飼っていただければ、入所者とペットとのふれあいの機会が増大するとともに、譲渡先の拡大にもつながります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私どもの動物管理センターは、現在も、市民の方等からの相談を受ける体制ができておりますし、多くの民間団体と共同で譲渡事業等を進めておりますので、このような新たな民間団体ができた場合も、既存の団体や地域の見守り担当者も含め、情報交流をはじめとした、コーディネーター役を十分果たしていけるのではないかと考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
すぐには難しいかもしれませんが、このようなことができれば、高齢者のこのようなニーズにも応えられると思います。
ただ、後ほどご議論いただければ有り難いのですが、病気等で十分な飼養（散歩とか）ができない一人暮らしのお年寄りのフォローをどうするか、また、書いていませんが、先ほどのような一時預かりも含めた民間団体の運営資金をどうしていくかといった、課題もいくつかあると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日ご説明させていただきましたとおり、神戸市のペット行政、とりわけ動物愛護の推進に関わる譲渡事業や繁殖制限事業は、現在でも民間団体との協働で、取り組みを進めているところです。このようなことを踏まえますと、「高齢者とペットが共生できるまちづくり」においても、官民の協力が不可欠だと考えております。
最後になりますが、様々な立場の方が知恵を出し合い、実現に向けて、できる所から取り組んでいければと思っているところです。
本日は、ご清聴ありがとうございました。
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